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１． 研究課題 

これまで、研究代表者らは光学的音響計測、MR技術を用いた音情報の可視化、コミュニケーショ

ンエイド、小型音響デバイス、音による異常診断、楽器音のモデル化、高速 1bit 信号処理等の物理

音響とコミュニケーション音響に関する研究を行なってきた。本プロジェクト研究では、音響学に

おける基礎研究とそれら研究成果をさらに高度化・発展させ、社会実装することを目指す。音を中

心とした波動場とその中で生活する人間を含めた生き物のコミュニケーションの理解をするなか

で、感覚・思考を研ぎ澄ますことに寄与しうる研究成果の社会実装を目指す。 

 具体的には、①光と音の相互作用に着目した音響計測法の高精度化、②それを用いての音源近

傍や微小空間などの音場現象の解明、③数理的手法の確立、音響学への応用とその社会実装、④直

感的な音場理解に役立つ計測システムに関する研究開発と社会実装、⑤大規模音場創成システムの

構築とそれを用いたコミュニケーションの解明、⑥貴重なコンテンツが含まれたレコード等の音文

化財保存のための研究開発、等を行う。これら取り組みにより、人間、動物、虫等によって創造さ

れる様々な音コミュニケーション空間・音コミュニケーションコンテンツの測定・観測・保存・再

現と音コミュニケーションの要素抽出等が可能となり、最終的には、音コミュニケーション空間設

計、音コミュニケーションコンテンツ創成に活かすことを目指す。 

 

２． 主な研究成果 
2.1 リアルタイム計測と可視化に関する研究 

これまで計測結果の可視化を行う方法の一つとして、MR 技術を用いて計測結果を実空間に重畳し

可視化する研究を進めてきた。本年度は、昨年度に引き続きシステムを高度化させ、様々な現場に

適用しその可能性を示した。具体的には、適用対象に合わせた特徴量の決定・可視化・ユーザイン

タフェースの改善、複数のマイクロホンアレイや立体配置センサアレイを用いた情報の取得等を可

能とした。打音検査への適用、異音発生位置特定や音響材料診断への適用、ガス管メンテナンス箇

所推定に関する研究ともに、現場での実証実験を進め、それに基づき改良を加えた。 

2.2 光と音の相互作用に着目した音響計測法の高度化 

これまで、偏光高速度干渉計を用いた音場可視化計測手法を提案してきた。本年度は、物理モデ

ルを組み込んだニューラルネットワークに基づく処理、拡散モデルを用いた逆問題処理等を導入し、

三次元音場復元、音場推定、音場の内挿・外挿、計測結果の雑音除去等の性能を向上させた。実計

測においては様々な課題があるが、これまで困難な条件における計測を可能とし、様々な現場に適

用しその可能性を示した。 

2.3 光と音の相互作用に着目した音響計測法の適用拡大 

昨年度の引き続き偏光高速度干渉計を用いた音場可視化計測手法の適用範囲を大幅に広げるこ



とができた。具体的には、光を遮蔽する物体がある場合の処理、少数の複数方向からの計測結果か

らの音場復元、三次元インパルス応答の計測を可能とした。 

2.4 機器から発生する音を活用した異常診断 

これまで人間に頼っていた検査を自動化するために音の利用も重要な課題となっている。そこで、

音を活用したトランスミッションテストの研究を実施している。本年度は、リアルタイム動作する

システムを構築し、現場での実証実験を行った。現場導入の際に課題となる環境音の影響を評価し、

それへの対策を行い、機械学習的手法の有効性を明らかにした。 

2.5 鉄道運転者に有効なサイン音の設計 

鉄道運転者に情報を伝えるために音を用いることがある。鉄道走行環境に合わせた音の設計をす

るとより効果的に情報伝達が可能となる。本年度は、これまで取り組んできた鉄道運転室内の音環

境に基づいた警報音のデザイン、聴取実験によるその効果の検証を取りまとめ、現場に導入する際

の指針を示した。 
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５． 研究活動の課題と展望 

本プロジェクトにおいては、音響学における基礎研究と社会実装を目指し活動してきた。特に、

さまざまな企業との共同研究をベースに成果を上げてきた。引き続き、活動を進める。 

 


